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広く遍く、消費財流通の情報インフラであり続けます
ひろ あまね

消費財流通業のグローバル展開
【タイ・小売業編】

大阪（見る／楽しむ編）
プラネッ太くんの新☆ジパング見聞記

業界を越えた互換性の拡大が 
これからのEDIの課題
株式会社バスクリン

基幹EDI、資材EDIにJX手順で
接続できるようになりました！



流 通 の 次 世 代 を 考 え る

本誌では、消費財流通業の海外展開をテーマに、これまで2号にわたってタイにおける事例を紹介してきた。
今回はタイ取材のシリーズ3回目（最終回）として、小売業の株式会社ツルハホールディングスをご紹介する。
同社は2012年７月、タイ・バンコクに同国初の日系ドラッグストアとなるツルハドラッグ1号店をオープンし、現
在19店舗を運営している。海外で小売業を展開する苦労や可能性について現地で話を伺った。

消費財流通業のグローバル展開
【タイ・小売業編】株式会社ツルハホールディングス / TSURUHA（THAILAND）CO.，LTD.

矢野 大輔さん
TSURUHA（THAILAND）
CO.，LTD.
Director,Marketing

小鹿 周一さん
株式会社ツルハホールディングス
海外事業本部　第２事業部長

が、いつまで経っても商品が入ってこない。原因を問いた

だすと、『日本人はイライラし過ぎではないか、オープンはま

だ先だろう』と、まるで焦る様子もないのです。日本的なスケ

ジュール感覚がまったく通用せず、文化の違いや異国での

ビジネスの難しさを痛感しました」。

　その後、開店予定の5月になっても必要なＳＫＵの半分も

集まらず冷や汗をかいたが、ショッピングモールの開業が7

月に延期となり、開店準備は間に合った。

　ツルハドラッグは現在、バンコク市内を中心に19店の実

店舗とｅコマース（ネットショッピング）を展開している。

　「当初は、拡大戦略をとって30店舗近くまで増やした

のですが、どうしても店舗によるばらつきが出てきたため、

2016年に思い切って不採算店を整理して仕切り直し、新

たなビジネスの体制を整えたところです」と矢野さんは言う。

店頭では現地メーカーの商品も日本メーカーの商品も扱っ

ているが、初出店してからここ5年ほどの間に、日本製品へ

のニーズは急速に高まってきたと感じている。

　「タイ人にとっては、どちらかというと欧米メーカーの商品

は憧れで、日本メーカーの商品は親しみやすく身近に使え

るものというイメージがあります。とくに最近は日本に旅行す

るタイ人が急増し、日本の情報に触れる機会が増えた結

果、タイ国内でも日本メーカーの商品を買い求める人が多く

なったのでしょう」（矢野さん）。

　目下の課題は、ツルハの知名度の向上だ。ワトソンズや

ブーツといった外資の大手ドラッグストアチェーンが先行す

る中、ツルハの名前はまだまだタイ人には浸透していないと

感じているそうだ。その点を打開するべく、『美と健康を中心

とした生活ストア』というコンセプトを打ち出し、日本メーカー

とのタイアップ企画などで積極的にロゴや社名をアピール

して、ツルハのイメージアップを展開中だという。

　「外資のドラッグストアチェーンやコンビニとの違いを、明

確に提示することが大事です」と小鹿さん。「“ツルハに来れ

ば、ワンストップであらゆる生活の問題を解決できる”という日

　「ツルハドラッグ」を中心に、グループ全体で全国約

1,900店舗を展開し、日本国内のドラッグストア業界をけん

引している株式会社ツルハホールディングス。同社は2010

年、タイの大手企業グループであるサハグループと業務提

携したのを機に、海外事業本部を立ち上げ、ドラッグストア

事業の本格的な海外展開に乗り出した。その第一歩とし

て、サハグループとの合弁会社TSURUHA（THAILAND）

CO.，LTD. （以下「ツルハタイランド」と表記）をバンコクに

設立。2012年2月に現地での事業を開始し、同年7月に

「ツルハドラッグ ゲートウェイ・エカマイ店」をオープンした。

　タイでの事業に当初から携わってきたツルハタイランドの

矢野大輔さんと株式会社ツルハホールディングス海外事

業本部の小鹿周一さんに、現地オフィスでお話を伺った。

矢野さんは社内公募に名乗りを上げ、自らタイ配属を希望

したという。

　「新天地の開拓に興味がありました。当社初の海外出店

であり、また、タイにおける初の日系ドラッグストアということ

で、最初の店はすべてが手探りでした」。

　実は、ゲートウェイ・エカマイ店は、新規ショッピングモール

の開業に合わせ、2012年5月にオープンする予定だった。

だが開店まで3カ月を切っていた2月の時点で、社内に在庫

はゼロ。とにかく商品を集めるため、社員の採用など事業立

ち上げの実務をこなしながら、取引先を1社ずつまわる日々

が続いた。仕入を担当した小鹿さんはこう話す。

　「現地メーカーとの商談をタイ人スタッフに任せたのです

タイ初の日系ドラッグストア出店 まずは知名度を上げることから

や の だい すけ こ しか しゅう いち
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教育した薬剤師がいます。海外に進出している日系ドラッグ

ストアでも、自社で医薬品販売のライセンスを取って薬剤師

を配置しているところは、少ないのではないでしょうか。タイ

人は調子が優れない時、すぐには病院に行かず、まずは薬

局で薬を買って様子を見るという傾向があるので、この分野

はこれからもっと伸びてくると思います」と矢野さん。

　また、化粧品のビューティーアドバイザー（ＢＡ）も自社で

育成し、社内で勉強会やコンテストまで実施している。外資

ドラッグストアチェーンなどではメーカーの派遣社員が化粧

品を販売することが多い。それに比べて自社のＢＡがいるこ

とは、より客観的、総合的なアドバイスをできる強みがある。

　ツルハグループは将来、世界で20,000店舗を目指す長期ビ

ジョンを掲げている。その試金石となるタイでの事業を成功させ

るため、今後は、条件の良い立地を見極めて積極的に出店し、

最終的には郊外型店舗も視野に入れていきたい、と矢野さん。

　「会長の鶴羽（樹氏：ツルハホールディングス代表取締役

会長）は、いつも『お客様が驚くような店をつくれ』と言ってい

ます。もちろん売上を伸ばすことも大事ですが、何よりタイの

お客様をあっと驚かせて、便利になった、楽になったと喜んで

いただけるような店を増やしていきたいと思います」。

　　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊

　タイで現地取材をして、受注業務のアウトソーシングを行う

メーカー、日本メーカーの商品をタイに卸している卸売業、タイ

で店舗を展開する小売業、それぞれの事例を見てきた。いずれ

も初の海外進出で、文化の違いなどに戸惑いながらも、柔軟

に対応しながら確かな成果を上げている様子が印象的であっ

た。これからの流通業にとって、海外はもはや遠い世界ではな

い。ご紹介した事例が、海外展開を考える上で一つのご参考

になれば幸いである。

本式ドラッグストアの強みを、タイの人々にぜひ広く知っても

らいたいですね」。

　商品の仕入は、現地で採用したバイヤーが中心となって

行っており、現在は20代のタイ人女性4名がバイヤーとし

て活躍している。

　「店頭に必要なのは、私たちが売りたい商品や、日本で

売れている商品ではありません。タイのお客様が今ほしいと

思っているものを並べることが、何より重要です。その意味

で、客層に近い彼女たちの知識やセンスをとても頼りにして

います」と矢野さん。

　バイヤーの女性たちは、熱心にトレンドを調査したり、何

か問題があれば自主的にミーティングを行って自分たちで

解決策を考えたりするそうだ。バイヤーだけでなく、オフィス

や店舗でも核となるスタッフがオープン当時から多数残っ

ていて、そのメンバーが下の世代を育てるという好循環が

生まれていると小鹿さんは言う。

　「離職率はもっと高くなると思っていたので、うれしい誤算でし

た。従業員がツルハを好きになってくれれば、おのずと仕事にも

やりがいを感じて頑張ってくれるのです。海外でも日本でも、やは

り核となるのは人と人。コミュニケーションを大切にして、信頼関

係を築くことが強い組織をつくるのだと思います」（小鹿さん）。

　初めの頃はいろいろな場面で、なんでこんなことができな

いのかと、つい大きい声を出してしまうこともあった。だが、な

ぜそれが必要かをきちんと話すようにしたところ、スタッフの

反応も次第に変わっていったという。「たとえば欠品や品切

れは、タイでは珍しいことではなく誰も気にしていませんでし

た。でも、品切れがどういう問題をもたらすかを丁寧に説明

し続けたところ、最近では社内の在庫管理に対する意識も

上がってきています」（小鹿さん）。

　オフィスの壁にはツルハグループの企業理念が掲示してあ

り、毎朝、全員でこれを唱和する。繰り返し声に出すことで、企

業理念が自然と身に付くという。また、仕事ばかりではなく親睦

の機会も多く設け、本社から役員が来れば事務所で懇親会を

開き、新年には全社規模でニューイヤーパーティを行っている。

　タイに進出して約5年が経ち、成功する店舗のパターンも少

しずつ見えてきた。今はまだ、ツルハの認知度を上げることに

注力している段階だが、海外事業本部からの支援体制もいっ

そう強化され、これからが本格的な勝負になってくると矢野さ

ん。とくに店の根幹である“美と健康”に関しては、他社と差別

化を図れる競争力が十分あると、自信をのぞかせる。

　「バンコク市内の店舗に関しては、既存の全店に自社で

従業員にツルハを好きになってもらう

美と健康を中心にお客様が「あっと驚く」店づくりを

現地バイヤーたちによるミーティングの様子

店舗（バンコク）の外観

たつる
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クロー ズ アップ・ユ ー ザ ー

「健康は、進化する。」をスローガンに掲げる株式会社バスクリン。
長年にわたりプラネットのＥＤＩサービスを利用いただいている同
社に、日々の業務や、ご利用状況、ご要望などについてお話を
伺った。

株式会社バスクリン

業界を越えた互換性の拡大が
これからのＥＤＩの課題

菊池 健さん
生産部 企画課
マネジャー

金木 清さん
総務部 総務グループ

西尾 晋尚さん
販売管理部 計画管理課
マネジャー

石川 泰弘さん
販売管理部 営業企画課
マネジャー 広報専属 博士

（スポーツ健康科学）

　「今でこそ、インターネットが普及して気軽に利用できま

すが、このような環境が整うずっと以前から、私たちはプ
ラネットのＥＤＩで、受発注のやり取りや販売データの照
会ができていたわけです」（菊池さん）。
　「日々利用していると当たり前に思ってしまいますが、

改めてプラネットは業界を支えてきた縁の下の力持ちで
あり、ありがたい存在だと実感しています」（西尾さん）。

　同社の社員の中には、温泉入浴指導員などの資格を
自発的に取得し、業務に役立てている人も多い。なかで
も広報に携わる石川泰弘さんは、温泉入浴指導員のほ
かに、睡眠改善インストラクター、さらにスポーツ健康科
学の博士号まで取得し、自社のホームページにコラムを
掲載したり、著書を出したりと幅広く活躍している。
　「学位は、仕事をしながら５年間かけて修得しました。

睡眠改善インストラクターの資格も、弊社研究部門が
『入浴と睡眠』をテーマに研究し始めて、睡眠学会を訪
れたのがきっかけでした。そうした勉強を通じて、知識を得
られただけでなく、外の世界に人脈が広がったことは私に
とって大きな成果で、業務の上でも大変プラスになって
います」と石川さんは言う。
　今年はちょうど平昌冬季五輪開催の年であったが、株
式会社バスクリンはスキージャンプ競技やコンバインドを
中心に、アスリートのサポートを行っている。
　「入浴と睡眠は、健康維持と密接に関係しています。

プラネットは縁の下の力持ち

日本人の健康と入浴文化を支える

　入浴剤の代名詞ともなっている「バスクリン」は、80年
を超す歴史を誇るロングセラーブランドだ。株式会社バス
クリンは、この「バスクリン」をはじめ、さまざまな入浴剤や
関連製品を世に送り出し、お風呂の時間をこよなく愛す
る日本人の入浴文化と健康を支えてきた。
　津村順天堂（現株式会社ツムラ）の家庭用品事業と
してスタートした同社は、2008年にツムラグループから
独立して、2010年に現社名となった。当社のＥＤＩサービ
スを、ツムラ時代から30年以上にわたって利用している
老舗ユーザーである。導入当初からＥＤＩに携わってきた
菊池健さんは、次のように振り返る。
　「もともとツムラでは、ＪＡＮコードの普及前から医薬品

系の業界ＶＡＮを利用していたのですが、その中で日用品
は扱われていませんでした。そこにプラネットのＥＤＩサービ
スが登場し、取引先からの強い要望もあって、早い段階
で導入に踏み切ったのです。ＪＡＮコードなど共通するイン
フラがすでにあったので、導入はスムーズでした」。
　その後、プラネットのＥＤＩが一般用医薬品（ＯＴＣ医薬
品）業界で利用されるようになったため、同業界の卸売業
を中心に接続先は一気に増えた。今では、同社のＥＤＩに
よる受注のカバー率は98％を超えているという。現在、
東京支店、名古屋支店、大阪支店、東日本営業所、福
岡営業所の各拠点に、受注担当が１人ずついて、本社
では販売データの管理、商品データベースの登録などを
行っている。

にし お ゆき ひさ

いし かわ やす ひろ

きく ち たけし

かね き きよし
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　システム担当の金木清さんは、次のように語る。
　「システム自体の運用は、適切なアウトソーシングを行っ

ており、うまくいっております。ただ近い将来、全銀TCP/
IP手順が利用できなくなる可能性があるということで、ＪＸ
手順等のインターネット手順に移行をする必要がありま
す。これは社内での対応になるので、その際はプラネットに
イニシアチブをとっていただきたいです」。
　最後に、菊池さんから、これからのプラネットへの期待と
ご要望についてお話しいただいた。
　「業界の情報インフラであるプラネットには、業界の枠にと

らわれない仕組みづくりを積極的に推進していただきたいで
すね。今はメーカー、卸売業、小売業、そして物流業ともに、
従来のカテゴリーを超えて、多種多様な商品を取り扱う時
代になっています。しかし、業界ごとにシステムやデータ種が
違っている。導入には費用が伴うため、私どもはいくつものシ
ステムは持てません。もともとプラネットは、業界ＶＡＮという
位置づけからスタートしていますが、カバーするデータは日用
品、化粧品業界の受発注に留まらずどんどん広がっている。
そんなプラネットなら、流通業のデータのサードパーティとして
活躍いただけると期待しています。異業種とも共通の仕組
みでやりとりができれば、日本の流通業全体がより効率的に
なって、生産性の向上にも繋がるのではないでしょうか」。
　また、ユーザー会のような大きなイベントの他に、少人数
の情報交換会などを開催してもらえると、業界内のコミュ
ニケーションが活性化されるので、是非企画して欲しいと
具体的なご要望をいただいた。当社としては、今後も皆様
のお役に立てる施策を考えていきたい。

アスリートが身体の疲れを取り、コンディションを整えるた
めには、良質な睡眠が不可欠です。それを実現する効果
的な入浴方法のポイントなどを啓発することで、選手たち
の活躍に少しでも貢献できれば良いと思って活動してい
ます」（石川さん）。
　かつての入浴剤は、冬にお風呂で温まるためのものと
いうイメージが強かったが、最近では、温浴効果を高める
ことで美肌や疲労回復をはじめさまざまな効果・効能のあ
るものや、季節限定商品など、多彩なバリエーションがあ
る。また同社は、生薬の研究から生まれた育毛剤や基礎
化粧品など、新しい商品開発にも力を注いでおり、幅広い
ラインナップで消費者の健康ニーズにこたえている。
　「とはいえ、当社の主力商品である入浴剤がいちばん

売れるのは、やはり冬の時期です。週末の気温が１、２度
下がるだけでも、売上は大きく変わってくるため、気象情報
をベースに販売予測を立てています。予測の結果を、販
売データですぐに確認できるのはとても助かります。とくに
昨年は『温美浴』という新ブランドを立ち上げたので、販
売データで市場での動向を細かくチェックして、営業戦略
に役立てています」と、西尾晋尚さんは販売データを評価
する。一方で、プラネットが提供する在庫データに関して
は、まだうまく活用できていないと本音を漏らす。
　「今はどうしても卸売業の在庫実数との差があるので、

有益に活用できているかを問われれば疑問です。将来的
に、大手卸売業の在庫を把握して、品切れしそうな他店
へ転送するといったことが、在庫データを使ってできるよう
になるのが理想ですね。返品はメーカーにとって永遠の
テーマですから」と西尾さん。

業界を越えたシステムに期待　
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・

基幹EDI、資材EDIに
JX手順で接続できるようになりました！
NTT東日本とNTT西日本からの公衆回線網IP化や、全銀TCP/IP手順で利用されている「INSディジタル通信モード」
のサービス提供が2024年1月に終了するとの案内を受け、ここ数年、EDIサービスに接続するための通信手順をこれまで
の「全銀TCP/IP手順」から、「AS2手順」や「JX手順」（＊１）等のインターネット手順に切り替える必要性が高まってい
ます。
これまで当社の基幹EDI、資材EDIサービスで利用可能なインターネット手順はAS2手順のみでしたが、ユーザーの皆様
からのご要望にお応えして、2018年2月よりJX手順をご利用いただけるようになりました。

EDIサービスの接続方法

通信手順

AS2
全銀TCP/IP

JX
通信手順

AS2
全銀TCP/IP

JX
メーカー

卸売業・
資材サプ
ライヤー

JX手順に対応しました！

プラネット
EDIサービス

（＊１）ＪＸ手順とは
JＸ手順は、国際標準で定められている通信プロトコル（ＳＯＡＰ－ＲＰＣ)を使用した、インターネット通信手順です。
流通ＢＭＳで採用され、流通業界で広く利用されています。
１回あたりの取引データ量が少なく、低コストでEDIを導入したい企業様向けの通信プロトコルです。

（１回あたりの通信のデータ量が１０ＭＢ(固定長フォーマットで約８万レコード）までが目安です。)

全銀ＴＣＰ／ＩＰ ＡＳ２ JX

ネットワーク

送受信方式

セキュリティ方式

データ量
（１回あたり）

データフォーマット
（文字コード）

通信環境コスト

公衆電話網（公衆・ＩＮＳ） インターネット網

プル型 プッシュ型 プル型

ID＋パスワード
TLS（＊3）  
S/MIME

クライアント証明書

大量データ向き
（100ＭＢ程度）

TLS（＊3） 
クライアント証明書

ID+パスワード

少量～中量
（10MB程度）少量～大量

安価 安価高価

固定長（EBCDIC） ／ 可変長ＴＳＶ（ASCII/SJIS）
※プラネットのＥＤＩデータ標準仕様

※AS2ではグローバルIPアドレスが必要

全銀ＴＣＰ/ＩＰ、ＡＳ２、ＪＸ手順の比較

（＊２）インターネットに接続する際に利用されるIPアドレスで、PCなどのインターネットに接続している機器の一台一台に、一意に割り振られる番号のこと。

（＊３）インターネットなどのコンピュータネットワークで通信を暗号化して送受信する暗号化通信技術の一つ。通信を暗号化することにより、相手のなりすましや
　　 データの盗み見、改竄などを防ぐことができます。

　AS2手順・JX手順はどちらもインターネット網を経由して通信を行いますが、送受信とセキュリティ方式の違いから、必要な通信環境が
異なります。AS2手順はサーバ間で通信を行うので、EDIサービスに接続するための通信ソフトに加え、外部からの通信を受け入れるため
にWebサーバやグローバルIPアドレス（＊２）をユーザー様にご用意いただく必要があります。一方JX手順はインターネット回線が利用可
能であれば、通信ソフトをご用意いただくことで接続できるため、通信環境の導入コストはAS2手順に比べて安価です。
　また、データフォーマットは全銀TCP/IP手順と同様に、当社のEDIデータ標準仕様でご利用いただけます。
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・

※現在、当社のEDIサービスを全銀TCP/IP手順でご利用のユーザー様がJX手順に切り替える場合の手順です。
　ステーション申請をいただいてから手順切り替えまでに1カ月程度必要となります。
　新規に当社のEDIサービスをご利用の場合は、上記以外にも手続きが必要になりますので、別途お問い合わせください。
※「Web申込受付」「プラネット証明書」のご利用については、事前に業界イントラネットのIDをご用意ください。
※データフォーマットの変更を行う場合は、別途ダンプチェックを実施させていただきます。
※接続テスト実施後、実データを利用した送信、受信テストを行うことも可能です。

JX手順への切り替えの流れ

　当社EDIサービスをJX手順で利用するにあたり、インターネット環境に接続できるパソコン、JX手順に対応した通信ソフト、当社標準
フォーマットに準拠したデータを作成できるソフトなどをご準備いただく必要があります。
　ご検討の際は、下図①〜⑤のポイントをご確認ください。

お問い合わせ先 
株式会社プラネット ネットワーク推進本部 ネットワーク管理部 　Tel :  03-5962-0812　E-mail : syskan@planet-van.co.jp

当社ＥＤＩサービスにおけるＪＸ手順ご利用のポイント

①接続するパソコン（またはサーバ）
がインターネットに接続できること

③通信ソフトがJX手順に対応していること

インターネット網を経由し
JX手順接続

④クライアント証明書(SHA-2)を設定し
通信できること

⑤文字コード変換の必要有無
※固定長フォーマットをご利用の場合、送信時のEDI
データ文字コードはEBCDICです。EDIデータ作成ソフ
トが対応している文字コードがASCIIのみの場合、文字
コード変換についてご準備ください

②プラネット標準仕様でEDIデータ
を作成し、通信ソフトと連携して
データ送信が行えること

通信ソフト

パソコン

EDIデータ作成
ソフト

文字コード
変換対応

証明書

JX手順での通信に必要な環境をご準備ください。ユーザー様
JX手順通信環境構築

プラネット証明書申請

接続テスト

通信手順切り替え

ステーション申請
（接続テスト申込）

証明書発行

業界イントラネットの「Web受付」よりJX手順の
通信情報および接続テスト実施についてご申請ください。

「プラネット証明書発行申込書」をご記入いただき、
ネットワーク管理部へご提出ください。

接続テストで問題なければ、現行の通信手段からJX手順へ
切り替える日程を調整し、切り替えを実施します。

証明書とJX手順の通信環境の準備ができましたら、
ユーザー様とプラネット間で接続テストを実施します。

申請内容にもとづき、プラネット証明書を発行します。
業界イントラネットの「プラネット証明書」より証明書を
ダウンロードし、JX手順の通信環境に適用してください。

Web申込受付

プラネット証明書
約
１
カ
月
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大日本除虫菊株式会社
マーケティング部
営業企画課

鹿
か

毛
げ

 真
ま

理
り

子
こ

さん

このコーナーでは、当社オリジナルキャラクター「プラネッ太くん」が訪日外国人に人気の観光スポットに赴き、その魅力とインバウンド消費に関わるトピックスを紹介します。

※本記事における数値は、原稿作成時点で確認できた関係機関の発表に基づいています。

関西地方の中心で、観光庁の発表した2016年の外国人延べ宿泊者数が1,000万人泊
を超え、東京都に次いで2位の大阪府。今回は1885年に大阪で創業し、「KINCHO」
ブランドで知られる大日本除虫菊株式会社の鹿毛様、大阪に本社を構える株式会社
日本医療衛生新聞社の北山社長と松川取締役、株式会社粧業界展望社の中記者
にご登場いただき、「見る・楽しむ」という観点から、大阪の魅力をご紹介します。

株式会社日本医療衛生新聞社 
取締役編集主幹 松川 俊明さん

株式会社
日本医療衛生新聞社
代表取締役社長

まつ かわ とし あき

北山 裕一さん
きた やま ゆう いち
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株式会社粧業界展望社
編集部記者　

なか か おり

中 香織さん
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P L A N E T  C O M M U N I T Y  S P A C E

P L A N E T  P L A Z A

　当社では、2018年3月より、商品データベースの商品情報の提供先拡大を実施しております。新たな提供先と
なったのは流通を支援する事業会社と一般財団法人流通システム開発センターで、これは、近年のビジネススタ
イルの変化などによる商品データベースを取り巻く新たなニーズへの対応であり、その背景には主に以下のような

“ＢtoＢ”や“ＢtoＢtoＣ”の動きがあります。

　商品データベースは、1997年より効率的なマスタ管理や棚割ソフトの活用などで、メーカー・卸売業・小売業の
皆様にご利用いただいております。今後も登録者・利用者の双方にとって更に信頼性の高い商品データベースと
なるよう努めてまいりますので、何卒ご理解を賜りますようお願いいたします。

お問い合わせ先
株式会社プラネット  サービス本部  CRM部  Tel:03-5962-0811  E-mail:crm@planet-van.co.jp

お問い合わせ先
株式会社プラネット  経営本部  管理部  Tel:03-6432-0480  E-mail:kanri@planet-van.co.jp

商品データベース　商品情報の提供範囲を広げました　

TO
PI

C01

TO
PI

C02

【商品情報の提供先（2018年3月より）】

（ＢtoＢ）
商品情報登録の作業効率化を図るメーカーを支援する事業会社による商品データベース利用ニーズ

（ＢtoＢtoＣ）
訪日外国人向け商品情報（多言語）の発信に向けた製・配・販連携協議会・多言語商品情報プロジェクト
の活動と連携した商品データベース利用ニーズ

商品情報の提供先拡大の背景

　当社では、サービスのご利用代金のお支払い方法に「預金口座振替」をご用意しております。預金口座振替と
は、お客様ご指定の預金口座からご利用代金をご請求月の翌々月12日※に引き落とすお支払い方法です。毎月
の振込手続き、振込手数料のどちらも不要になり、お客様の経理業務の効率化につなげていただければ幸いで
す。なお、ご請求書の送付は今まで通りとなり変更ございません。
　2018年2月末現在、ご請求書をお送りしているお客様の55.5%にあたる550社でご利用いただいております。
　預金口座振替のお申し込み、またご不明点がございましたら、お気軽にお問い合わせください。

「預金口座振替」のご案内

※2018年4月分ご請求を例に挙げると、6月12日です。なお、金融機関が休業日の場合は翌営業日になります。

一般財団法人
流通システム開発センター
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プ ラ ネ ッ ト プ ラ ザ

第１８回ＪＡＰＡＮドラッグストアショーに出展　

TO
PI

C03 　２０１８年３月１６日（金）から１８日（日）までの３日間、当社は幕張メッセで開催された「第１８回ＪＡＰＡＮドラッグスト
アショー」に出展しました。
　展示内容として、ドラッグストアが取り扱う日用品・化粧品・ＯＴＣ医薬品などの商品情報が登録されている「商
品データベース」の役割や特徴をスマートアバターⓇで紹介、また、生活者向け意識調査『Ｆｒｏｍプラネット』の
テーマの中から、性別、年代別、職業別、エリア別のランキングなどをご紹介しました。
　そして、今年も医療費控除の特例「セルフメディケーション税制」について、ブースご来場者を対象にしたアン
ケートを行いました。このアンケートでは、「認知度」「昨年1年間の購入金額」「確定申
告について」などを質問し、集計結果を当社ホームページの“ニュース・お知らせ”で発表し
ております。
　右の二次元コードから、該当のWebページ（URLは以下の通り）を是非ご覧ください。
　https://www.planet-van.co.jp/news/info
　弊社ブースにご来場くださったみなさま、誠にありがとうございました。 

お問い合わせ先
株式会社プラネット  経営本部  経営企画部  Tel:03-6432-0482  E-mail:keiei@planet-van.co.jp

（注）本誌に記載されている会社名・団体名、サービス名、製品名等は、各社・各団体の登録商標または商標です。

　今年の冬は例年以上に寒かったのでようやく春が訪れ、とてもうれしく日々
を過ごしております。
　先日、年少の娘の進級説明会へ参加した際、先生が「年少さんにとって、
年中さん・年長さんは憧れの存在なんです」とおっしゃっていました。
　確かに（遠い昔で忘れてしまっていましたが）、学生時代は１〜２学年違うだ
けでもとてもお兄さんお姉さんに感じ、憧れたものです。
　新入社員や異動により新しい方が増える春、みなさんも憧れの先輩になる
かもしれませんよ。
　さて、今号から新たな取り組みとして、二次元コードを掲載しております。裏
表紙 右下の二次元コードは、当社のホームページのトップにリンクされていま
す。画面 右上の“お問い合わせ”をクリックして、本誌に対するご意見、ご感想
をぜひお寄せください。お待ちしております。

編集後記

（広報委員会 岡田）
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